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佐賀県 健康福祉政策課 がん撲滅特別対策室 担当 本田
TEL：0952－25－7491 FAX：0952－25－7206
E-ｍail：kenkoufukushiseisaku@pref.saga.lg.jp

重要

女性のかかりやすいがんの1位は乳がんです
乳がんの罹患者は現在も増え続けており、現在では女性の９人に１人が生涯で乳がんにかかると言われるほど、部位別で見ると女性が
最も罹患する数が多い部位となっています。これは食の欧米化やライフスタイルの変化に伴い、エストロゲンという女性ホルモンが分泌さ
れる期間が長くなったことが原因とされています。
現在、乳がんを予防する方法はありませんが、一方では早期発見・早期治療を行えば90％以上の人が治癒するとも言われています。

ご案内 日曜日に「乳がん検診」が受けられます

１０月はピンクリボン月間 「見つけられることはラッキーなこと」

乳がんとは、乳腺（乳管、小葉）という組織に発生する悪性腫瘍のことです。症状としては、乳房のしこりやくぼみの発生、乳頭からの血液や分泌物、
乳首の陥没、痛みなどさまざまです。

乳がんに気付く症状 「乳房セルフチェック」については、裏面をご覧ください。
 しこり 良性のしこり→弾力性がありコロコロ動く 乳がんのしこり→ごりっとして硬い・あまり動かない（※自己判断は危険です）
 乳房の痛み 月経周期に関係なく痛みが続く
 乳頭からの分泌  乳首の変化
 乳頭や乳輪部のただれ   皮膚の変化
 乳房のえくぼ                            わきの下の腫れやしこり

１cmになるまで約10年とゆっくり進行していきます。小さなしこりのうちに発見することが大切です。

乳がんのリスクを高める因子
 出産経験がない
 授乳経験がない
 家族（祖母・母親・姉妹）に乳がんになった人がいる
 良性の乳腺疾患になったことがある
 初産年齢が高い
 身長が高い（平均よりも５cm以上）
 閉経後に肥満
 初潮年齢が早い（１１歳以下）
 閉経年齢が遅い（55歳以上）
 生まれたときの体重が重い
 飲酒量が多い

 タバコを吸う
出典：科学的根拠に基づく乳がん治療ガイドライン2013年版

乳がんは早期に発見して治療することにより、乳がんで亡くなることを防ぐことができます。検診は自覚症状がないうちに受けることが大事です。

乳がん検診：住民検診（40歳になったら2年に１度、マンモグラフィ（乳房X線検査）を繰り返し受けてください）
マンモグラフィ検査
乳腺・乳房専用のレントゲン撮影で、乳房を挟みながら圧迫して、内外斜位方向（MLO）１枚と４０歳代は頭尾方向（CC）
から１枚の乳房の撮影をします。触っても判らないような早期の 小さな乳がんは勿論、しこりを作らない乳がんを白い
影（腫瘤影）や非常に細かい石灰砂の影（微細石灰化）として見つけることができます。
乳房を圧迫して薄く伸ばすことで乳腺が広がり、少ない放射線で、より鮮明な病変が観察できます。また、放射線被ば
くによる健康被害はほとんどありません。1回の撮影で乳房が受ける放射線量（0.05～0.15ミリシーベルト）は、一般の
人が１年間に受ける自然放射線量（約2.4ミリシーベルト）よりはるかに低いです。

10/19
（日）

施設名 お問合せ 実施時間 備考

鳥栖市：医療法人清明会
やよいがおか鹿毛病院

0942-87-3155 9：00～12：30
女性技師
女性スタッフ対応

J.M.S（ジャパン・マンモグラフィー・サンデー）は子育て・介護・仕事・家事などで忙しく、平日に検
診を受けに行きにくい女性の皆様が、休日の日曜日に「乳がん検診」を受けられるよう、全国の医療
機関と認定NPO法人J.POSHが協力して毎年10月第３日曜日に乳がん検診マンモグラフィー検
査を受診できる環境づくりの取り組みで、2025年は10月19日（日）に行われます。
今まで乳がん検診に行ったことがない方、最近忙しくて行っていない方等、日曜日に受診出来る
この機会に「乳がん検診」を受けてみませんか。乳がんは早期発見・早期治療すれば「ほとんどが治
るがん」です。

佐賀県の「J.M.Sプログラム2025賛同医療機関」は下記の１ヶ所です。

予約や空き状況等は、直接医療機関にご確認うえ受診をお願いします。
※J.M.Sプログラム参加施設はホームページ又は右の二次元コードにて

ご確認いただけます。
※詳しくは裏面のチラシをご覧ください。

受けてみませんか 乳がん検診 －あなたとあなたを愛する人たちのために－

ご案内
●日 時：令和7年10月19日（日) 13:00～16:00
●場 所：佐賀メディカルセンタービル １F エントランス
●対  象 者：がん患者又はその家族の方 参加費無料
●申込期限：10月1６日（木）
●問合せ先：佐賀県がん総合支援センター

                 さん愛プラザ 0120-246-388

令和７年度 量子医療推進講演会

『量子が創る未来』

今年の講演では、BNCTによるがん治療や計測・センサシステムなど、量子

科学技術がもたらす未来を紹介していただきます。

●日      時：2025年10月４日（土）13：30～16：30

●場 所：サンメッセ鳥栖(大ホール）
●定 員：300名 
●参 加 費 ：無料（会場席は事前申し込み先着順）

●問合せ先：国立研究開発法人 産業技術総合研究所九州センター
TEL：070-4736-5139 FAX：0942-81-4089
E-mail：tosu4-ml@aist.go.jp 担当：坂本

※詳しくは裏面のチラシをご覧ください。

プログラム
開 場  13：00～
主催者挨拶 13：30～13：35
来 賓 挨 拶 13：35～13：45
講 演    13：50～16：10
【講演１】「BNCTによるがん治療の革新」 玉野井冬彦 先生               
【講演２】「電波エネルギーハーベストによるバッテリレスセンサシステムの開発」 金谷晴一先生
総合討論   16：10～16：30
閉 会      16：30

入場無料
要事前申込

申し込みフォーム

2025 「 さんでーサロン 」

音楽鑑賞のみの参加もOKです

会場とオンラインのハイブリッド型開催
オンライン聴講（YouTube配信）も可
申込締切 10月３日（金）

秋の音楽会

mailto:tosu4-ml@aist.go.jp
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